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年齢分布は 19歳以上 20歳未満 24名、20歳以上（社会
人・学士入学者）40歳未満 15名、平均は 20.5歳である。
2．調査期間










































































①実習の目的、目標を明確にして実習に臨んだ 4.33 0.70 0.11
②各実習で計画された内容を理解する努力（予習復習）をして臨んだ 4.00 0.73 0.12
③学習のポイントをつかみ重要な事項は理解できた 4.21 0.52 0.08
④遅刻・欠席せず実習予定を完遂した 4.82 0.68 0.11
⑤職員に対する態度やことばづかいは礼儀正しく行動した 4.56 0.64 0.10
⑥患者・家族に対する態度やことばづかいは礼儀正しく行動した 4.54 0.72 0.12
⑦必要な相談、報告、連絡を怠る事が無かった 3.97 0.96 0.15
⑧実習着や靴を始め手指、爪、髪など清潔を心掛けた 4.87 0.52 0.08













①実習の目的、目標を明確にして実習に臨んだ 4.08 1.01 0.16
②各実習で計画された内容を理解する努力（予習復習）をして臨んだ 3.92 1.01 0.16
③学習のポイントをつかみ重要な事項は理解できた 4.03 1.01 0.16
④遅刻・欠席せず実習予定を完遂した 4.49 1.00 0.16
⑤職員に対する態度やことばづかいは礼儀正しく行動した 4.49 0.89 0.14
⑥患者・家族に対する態度やことばづかいは礼儀正しく行動した 4.44 0.91 0.15
⑦必要な相談、報告、連絡を怠る事が無かった 4.18 1.10 0.18
⑧実習着や靴を始め手指、爪、髪など清潔を心掛けた 4.79 0.62 0.10
⑨今後の自己課題を見出すことができた 4.38 0.94 0.15
表 4 養護実習で活かしたいこと （ ）は個別のコードの個数
カテゴリー【 】 サブカテゴリー《 》 コード〈 〉
教員としての資質強化（51） コミュニケーションスキルを磨く（22） 思ったことを表現する（6）
自ら話しかけること（3）
コミュニケーションスキル（3）
意図的コミュニケーション（2）
言いたくないことを言えること（2）
コミュニケーションを図れない人との接し方（1）
だらだらしゃべらない（1）
人に平等に接すること、表現すること（1）
ポジティブフィードバック（1）
相手との距離感（1）
丁寧にかかわる（1）
チームで協働する力（27） 報連相の徹底（8）
積極的に行動する（8）
主体的に動く（6）
連携（5）
専門知識を増やす（2） 観察力（1）
語彙力を増やす（1）
実習生としての基本的態度（18） 実習日誌の内容を充実する（8） 実習でわからないことは表現する（4）
ポイントをつかみ整理する（4）
社会人としてのマナーを身に着ける（10） 期日厳守（1）
嘘はつかない（1）
言葉使い（2）
ふるまい（2）
謙虚な姿勢（1）
体調管理（2）
ストレス対処（1）
自己の課題に向けて取りくむ（10） リフレクション（8） 自分で考えたことなかなかいえない（1）
まあいいかと妥協していたこと（1）
初めての人とは話しにくいこと（1）
自分がいつも逃げていたこと（1）
初めから考えたことは言えるのだが、突然に言わ
れると困る（1）
他者と比べてしまう自分（1）
気をまわしすぎる（1）
今まで受け身だった（1）
職業観の醸成（2） 看護師と養護教諭の違いを考えたい（2）
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つに分けることができた。
【教員としての資質強化】は 3つのサブカテゴリー
《コミュニケーションスキルを磨く》《チームで協働する
力》《専門知識を増やす》と、〈思ったことを表現する〉
〈自ら話しかけること〉〈コミュニケーションスキル〉
〈意図的コミュニケーション〉〈言いたくないことを言え
ること〉〈コミュニケーションを図れない人との接し方〉
〈だらだらしゃべらない〉〈人に平等に接すること、表現
すること〉〈ポジティブフィードバック〉〈相手との距離
感〉〈丁寧にかかわる〉〈報連相の徹底〉〈積極的に行動
する〉〈主体的に動く〉〈連携〉〈観察力〉〈語彙力を増や
す〉17のコードで構成された。
【実習生としての基本的態度】は 2つのサブカテゴリ
ー《実習日誌の内容を充実する》《社会人としてのマナ
ーを身につける》と、〈実習でわからないことは表現す
る〉〈ポイントをつかみ整理する〉〈期日厳守〉〈嘘はつ
かない〉〈言葉使い〉〈ふるまい〉〈謙虚な姿勢〉〈体調管
理〉〈ストレス対処〉の 9つのコードで構成された。
【自己の課題にむけて取り組む】は 2つのサブカテゴ
リー《リフレクション》《職業観の醸成》と、〈自分で考
えたことなかなかいえない〉〈まあいいかと妥協してい
たこと〉〈初めての人とは話しにくいこと〉〈自分がいつ
も逃げていたこと〉〈初めから考えたことは言えるのだ
が、突然に言われると困る〉〈他者と比べてしまう自分〉
〈気をまわしすぎる〉〈今まで受け身だった〉〈看護師と
養護教諭の違いを考えたい〉の 9つのコードで構成され
た。
Ⅴ 考 察
1．自己評価と実習評価との比較
自己評価と実習評価を比較すると、学生、指導者とも
「指導されたらできる：3」以上を示し、おおむね指導さ
れたことに関して学生は行動できていると評価してい
る。
実習評価と学生自己評価で「不十分」と認識している
人数に違いがあった評価項目は、「④遅刻・欠席をせず
実習を最後までやりとげた」「⑦必要な相談・報告・連
絡を怠ることが無かった」「⑧実習着、靴、髪、手指、
爪などの清潔をこころがけた」で指導者の指摘している
人数より学生が自覚している人数が 1名ないし 2名多く
いた。これは、個別で指導された学生は、その後は行動
修正はできているのではあるが、ほかの学生と比べてで
きていないと考え、「不十分」と評価していた。
また、「⑦必要な相談、報告、連絡を怠る事が無かっ
た」の評価平均値では、自己評価 3.97より、実習評価
4.18と高い結果となった。詳細をみると、指導者が「で
きている」と認識していた学生は 24名、「指導してでき
た」と認識している人数は 14名で、おおむねの学生が
目標到達しているとしている。それに対して、学生は、
9名が「指導されてできた」と認識しており、3名は
「指導されたが不十分」であったと認識している学生で、
「できている」と認識している学生は 27名であった。平
均でみると、指導者の実習評価が高いため、学生の自己
評価が低いように見えるが、人数の比較をすると、学生
は指導されている認識はなく、自己評価が高い傾向にあ
った。また「不十分」と認識している学生の人数が指導
者の人数と一致していないことから、自己評価が低い学
生がいることが考えられる。
その中でも、学生によっては、指導されたことに対し
て過敏に反応し、自己評価が低くなる傾向も同時にある
こともわかった。学生にとっては、初めての学外実習で
あり、学校関係者以外の者から、指導を受けること自体
が緊張を生じる場面であるため、ことさら、学生に強く
印象に残る可能性は否定できない。
そこで、学外実習における個別の指導内容に関して
は、実習指導者と教員が連携して、指導内容の共有を図
り、指導体制を再構築する必要があるといえる。
今回「不十分」と答えた学生に関しては、事前に指導
者から報告があった事例であったため、学生と振り返る
ことができ、自己評価に関して過剰に反応している認知
を修正することができた。
以上より、実習評価から、今回の実習では、実習目標
はほぼ全員達成されたといえる。今回の結果から、指導
者評価、学生自己評価から、「不十分」と評価した学生
は、個別指導を行い、メタ認知的活動におけるメタ認知
的モニタリングに対しての修正を図る必要があると考え
る。
項目ごとの平均値より「⑦必要な相談、報告、連絡を
怠ることが無かった」を除き、自己評価は実習評価と比
べて高いということが示された。長沼らの報告4）にもあ
るように、学生の自己評価が一般的に高いことは、指摘
されている。今回の調査結果でも、学生の自己評価が高
いことが明らかになった。
では、自己評価・相互評価の一致率を上げるために
は、長浜ら4）は、パフォーマンスをルーブリックにより
解釈しようとする評価方法として、パフォーマンス評価
が有効であることを示唆している。本来、学生の自己評
価や相互評価の質に関しては、国内では否定的な証拠が
多く、国内での評価は、主に、①学習内容の理解度②メ
タ認知能力といった認知領域や学習意欲、自立的動機付
けといった情意領域に対する肯定的な影響のほうが注目
されている。であるから、学生による自己評価や相互評
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価の結果自体が妥当な点数とみなされることはほとんど
なかったといわれている。本学においてもそれは例外で
はなく、学外実習において、評価の配分も、その意味合
いは強く、病院実習、養護実習とも指導者による実習評
価の占める割合は、全体の 20％である。筆者も、学生
の自己評価は、メタ認知の「自己と他者の比較」におい
て乖離がないかどうかを確認している。実習指導者と自
己評価の乖離がある学生のうちは、メタ認知活動におけ
る、自己モニタリング機能に課題がある学生といえる。
また。極端に自己評価が高い学生はメタ認知の共有が他
者と難しい学生であり、実習評価が極端に低い学生は自
己肯定感が低いといえるのではないかと考える。
今回の評価値の比較は、自己評価が 5段階、実習評価
が 3段階と同じではないため限界がある。傾向性のみの
考察になっていることについて明記しておく。
2．病院実習終了後のメタ認知の発達過程について
次に病院実習終了後、目標設定を明確にするため、今
回は、面談を用いて、実習評価についての認識と学生の
目標再設定に向けての動機づけを行った。本学における
病院実習はまさに、養護実習を前にした、養護教諭にな
るといった目的に向かっての、外的動機づけにあたる。
それらを踏まえ、今回学生から得た発言をコード化
し、内容によりまとまりにネーミングをおこない、学生
のメタ認知について、三宮の概念図3）をもとに考察し
た。
実習終了後の面接から得た学生の発言を、要因分析を
行った結果、カテゴリーは 3つにわけられ、サブカテゴ
リーは 8つに分類された。学生が認知した内容のまとま
りであるサブカテゴリーの内容を、三宮3）が示すメタ認
知の分類を参照に分類した。（表 5）
「人間の認知特性についての知識」としては、一般に
表 5 看護臨床実習終了後、養護実習遂行における各段階におけるメタ認知的活動について
メタ認知的知識 人間の認知特性についての
知識
《社会人としてのマナーを身
につける》
期日厳守（1）
嘘はつかない（1）
言葉使い（2）
ふるまい（2）
謙虚な姿勢（1）
体調管理（2）
ストレス対処（1）
課題についての知識 《専門知識》 語彙力を増やす（1）
観察力（1）
方略についての知識 《実習日誌の内容を充実する》ポイントをつかみ整理する（4）
実習でわからないことは表現する（4）
メタ認知的活動 メタ認知的モニタリング 《実習評価（他者評価・自己
評価）》
指導者による実習評価
自己評価
《リフレクション》 自分で考えたことなかなかいえない（2）
まあいいかと妥協していたこと（1）
初めての人とは話しにくいこと（1）
自分がいつも逃げていたこと（1）
初めから考えたことは言えるのだが、突然に困る（1）
他者と比べてしまう自分（1）
気をまわしすぎる（1）
今まで受け身だった（1）
メタ認知的コントロール 《チームで協働する力》 報連相の徹底（8）
積極的に行動する（8）
主体的に動く（6）
連携（5）
《コミュニケーション》 思ったことを表現する（6）
自ら話しかけること（3）
コミュニケーションスキル（3）
意図的コミュニケーション（2）
言いたくないことを言えること（2）
コミュニケーションを図れない人との接し方（1）
だらだらしゃべらない（1）
人に平等に接すること、表現すること（1）
ポジティブフィードバック（1）
相手との距離感（1）
丁寧にかかわる（1）
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社会で働くために必要なルールとしての〈社会人として
のマナーを身に着ける〉とした。
「課題についての知識」は、養護教諭として身に着け
ておくべき知識として〈専門知識〉とした。
「方略についての知識」は、〈実習日誌の内容を充実す
る〉とし、メタ認知的モニタリング〈実習評価（他者評
価・自己評価）〉〈リフレクション〉に分類した。
メタ認知的コントロールは、次の実習に向けて取り組
む課題＝目標の再設定として〈チームで協働する力〉
〈コミュニケーションスキルを磨く〉が分類された。
本学科は、2年過程のカリキュラムでの養護教諭育成
を行っている特徴上、社会人・学士入学者がいる。《職
業観の醸成》はまさに、キャリアチェンジを目指す学生
の現在の葛藤や経験の再構築が含まれていると考えた。
メタ認知活動のメタ認知的モニタリングの省察に含ま
ず、個別に応じた目標設定が必要なケースとして、取り
組む必要があると考えた。【自己の課題にむけてとりく
む】のサブカテゴリー《職業観の醸成》のコード〈看護
師と養護教諭の違いを考えたい〉に関しては、今回考察
した三宮の概念図から除外した。
病院実習は、見学が主であり、学生が主体となり看護
を患者に実践する「場」ではない。そのことが、学生に
とって、病院実習に行くことへの抵抗感があることにつ
ながるケースもある。しかし、今回、病院実習終了後の
メタ認知の変化の実態を確認した。
学生は、メタ認知的知識の中で、人間の認知的特性に
ついての知識として、《社会人としてのマナーを身につ
ける》内容をより具体的に表現できていた。課題につい
ての知識として、ここでは養護教諭としてまた教員とし
て、児童生徒の前に出るためにはより多くの専門知識を
得る必要があると認識している。方略についても、《実
習日誌の内容を充実する》では、日誌を活用しわからな
いことを表現しまとめるといった、実習ならではの体験
をより効果的に活用するかといった方略をイメージでき
ている。
メタ認知的活動では、メタ認知的モニタリングとし
て、実習評価や原因分析〈省察〉を行っていた。また、
メタ認知的コントロールとして、次の養護実習にむけ
て、《チームで協働する力》《コミュニケーションスキル
を磨く》として、自己の課題を設定し、目標や計画を立
て直していた。
今回、病院実習終了後、学生のメタ認知活動には主体
的に学ぶ学習者として自己理解が深化していることが明
らかになった。病院実習は、養護教諭としてのメタ認知
的知識の強化を行うとともに、メタ認知的活動について
は、これらの循環をより円滑に進めることができる全教
育として効果的であると同時に、メタ認知育成に有効で
あるといえる。
Ⅵ 結 論
今回は、病院実習終了後の、自己評価、実習評価、面
接指導から、学生のメタ認知活動について明らかにし
た。
学生の自己評価の比較と、実習指導者による他者評価
では学生の自己評価は高い傾向にあった。
実習評価を受けて、「養護実習で活かしたいこと」に
ついて個別面談を行い、内容を要因分析した結果、79
のコードを抽出した。【教員としての資質強化】【実習生
としての基本的態度】【自己の課題に取り組む】3つの
カテゴリーにわけられた。
79のコードを三宮の概念図をもとに分類した結果、
「人間の認知特性についての知識」としては、一般に社
会で働くために必要なルールとしての〈社会人としての
マナーを身に着ける〉、「課題についての知識」は、養護
教諭として身に着けておくべき知識として〈専門知
識〉、「方略についての知識」は、〈実習日誌の内容を充
実する〉とし、メタ認知的モニタリング〈実習評価（他
者評価・自己評価）〉〈リフレクション〉に分類できた。
メタ認知的コントロールは、次の実習に向けて取り組む
課題＝目標の再設定として〈チームで協働する力〉〈コ
ミュニケーションスキルを磨く〉が分類された。
メタ認知的活動の内容には《社会人としてのマナーを
身につける》《専門知識》《実習日誌の内容を充実する》
《実習評価》《リフレクション》《チームで協働する力》
《コミュニケーションスキルを磨く》の 7つが抽出され、
養護実習に向けての動機づけとなっている。
Ⅶ おわりに
今回の研究で、大学における学外実習は、メタ認知能
力育成に影響を及ぼすことが分かった。
塚野5）は、「共有されたメタ認知は、教室内の成員が
互いに他者や自己の学習活動の予測、理解、評価、制
御、調整をする際に用いられ、詳細な説明や指導を必要
としない効率的な授業の進行に寄与していると考えられ
る。（中略）もし共有されていない場合は、多様な原因
が考えられ、その対応方法にも、教師の力量が関わって
くる。」と述べている。メタ認知の共有という視点で見
れば、今回の実習では、〈社会人としてのマナーを身に
着ける〉〈専門知識を増やすために勉強しよう〉、次の実
習では、〈チームで協働する力〉や〈コミュニケーショ
ン〉を活用して積極的に取り組もうということであろ
う。しかし、大半の学生は共有できているが、やはり共
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有できていない学生も存在する。このようにメタ認知を
共有するためには、冷静で客観的な判断をしてくれるも
う一人の自分の存在が不可欠である。学生の「もう一人
の自分」を育成することに、講義だけでなく、環境が大
きく変化する学外実習は、学生のメタ認知育成に必要な
ものであることを再認識できた。
今後は、事前、実習、事後活動といった循環を、系統
的に評価できることが課題といえる。
謝辞
本研究にご協力いただきました学生の皆様に感謝いたしま
す。また、実習病院の指導者の皆様には日々の指導及び本研
究に協力していただき厚くお礼申し上げます。
本研究は平成 31年度研究奨励費の助成を受け実施いたし
ました。
引用文献
１）中岡亜希子、細田泰子、中橋苗代、「看護学実習におけ
る学生・実習指導者・教員のメタ認知的活動の実態」、日
本医学看護学教育学会誌、Vol.27、No.3、2019年、1-11頁
２）梶田叡一、「教育における評価の理論」金子書房、1974
年、100-106頁
３）三宮真知子、『メタ認知で〈学ぶ力〉を高める』北大路
書房、2018年、14-23頁
４）長沼祥太郎、杉山芳生、澁川幸加、浅川裕子、松下佳
代、「パフォーマンス評価における学生の自己評価・相互
評価は 妥当な評価に近づきうるか －市民的オンライン
推論能力を素材として－」、京都大学高等教育研究第 25
号、2019年、13-24頁
５）塚野弘明、「授業における指導過程についてのメタ認知
の共有－教育実習生のつまずきの分析を通してー」教育メ
ディア研究、2007年、vol.13、No.2、27-43頁
参考文献
・大西頼子、加藤尚裕、菊池義信、「教員養成初期段階にお
ける教育実践演習の取り組みと成果」、国際経営・文化研
究、Vol.15, No.1、2010年、79-89頁
・梶田叡一、「教育評価」有斐閣双書、1992年
・加藤智、「非認知的スキル育成に資する総合的な学習の時
間に関する基礎研究」教科開発学論集 第 8号、2020年、
17-28頁
・斎藤雪絵、中村陽子、「臨地実習における看護学生のメタ
認知的活動が発達するプロセス」、日本看護医療学学会雑
誌、Vol.21、No.1、2019年、14-22頁
・田崎まゆみ、森田敏子、「看護学生の自己教育力を育む実
習方略（メタ認知的方略とリソース管理方略）と実習動機
及び自己受容との関連 －九州・沖縄圏内の看護師養成所
3年課程の看護学生を対象として－」、徳島文理大学研究
紀要 第 94号、2017年、1-14頁
・仲里良子、中山久子、岡本美代子、原田静香、齋藤尚子、
櫻井しのぶ、「公衆衛生看護学健康教育実習における学生
の学習プロセスに関する研究」、順天堂大学医療看護学部
医療看護研究第 15巻 2号、2019年、9-21頁
・安彦忠彦、「新版 カリキュラム研究入門」、勁草書房、
1999年
関西女子短期大学紀要第 30号（2020）
― ３８ ―
